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研究成果の概要（和文）： 
本研究は 9世紀初頭に成立した日本最古の仏教説話集である『日本霊異記』の全説話を検討し、
その成果をふまえて、古代社会の実態と構造を新たな観点から復元・再構築することを目的と
した。これまでの『日本霊異記』研究及び本書を素材とした古代社会研究についての成果をも
とに、特に①文献学的・書誌学的な考証を批判的に継承した『日本霊異記』の精確な本文校訂、
②『日本霊異記』に登場する地名・寺院の、近年における出土文字資料研究の進展や発掘調査
の成果、歴史地理学・考古学的視角によるフィールドワークをふまえた現地比定、③古代仏教
史をはじめとした歴史学研究の知見を活かした新たな注釈、以上の３つを主たる方法として『日
本霊異記』全説話を対象に分析を加えた。その成果は『日本霊異記』の注釈書として近刊する
予定である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The objective of this study is to reconstruct the true state and fabric of the ancient 
Japanese society from the new viewpoint obtained from reviewing all the stories from 
'NIHON RYOIKI,' which is the oldest Japanese Buddhism story collection compiled in the 
beginning of the 9th century. 
  This study combines the results of earlier researches on 'NIHON RYOIKI' and the 
findings about the ancient society derived from the reviews of the said literature with 
the following three major approaches. These research methods help further analyze and 
interpret all the stories from 'NIHON RYOIKI'  
１ Precise revision of passages from 'NIHON RYOIKI' employing critically carried on 
historical investigations based on philological and bibliographical standpoints.  
２ Identification of locality based on the research results of the recently unearthed 
articles containing the inscriptions of the names of places and temples that appear in 
'NIHON RYOIKI' as well as the findings of fieldworks carried out with the historical- 
geographical and archaeological perspectives. 
３ New interpretation utilizing the knowledge of history research, such as the ancient 
Buddhism history. 
The results of this study is scheduled to be published soon as a book of annotation to 
'NIHON RYOIKI.' 
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１．研究開始当初の背景 
『日本霊異記』は主として国文学の立場から
研究が進められてきた。それらは『日本霊異
記』の成立や作者、個別説話のテーマや背景
を説話の表現や文脈・語彙の検討から明らか
にするもの、中国・朝鮮の説話や『今昔物語
集』をはじめとする後世の説話との比較検討
などが中心的な論点であり、その研究は国文
学のみならず、歴史研究にも少なからぬ影響
を与えてきた。一方で歴史学界においては、
『日本霊異記』に関心を払った研究成果はあ
まり多いとはいえない。『日本霊異記』その
ものを歴史史料として検討し、いかなる意義
を有する素材なのかを考究するなど、『日本
霊異記』そのものに即して、史料的な有効性
を明らかにし、古代社会像の構築を目指す研
究はいまだ存在しない。また歴史研究者は、
『日本霊異記』を史料として利用する際、本
文や内容理解を注釈書類に依拠しているこ
とが多いが、既存の注釈には歴史研究の立場
から見て不十分なものが少なくない。特に地
名や寺院などの現地比定は検討の余地のあ
るものが少なくない。内容理解においても、
日本古代仏教の特質を踏まえた解釈がなさ
れるべきである。また近年刊行された注釈書
には、本文校訂や訓読において緻密な文献学
的・書誌学的な考証を踏まえているとはいい
がたいものが存在している。こうした状況は
『日本霊異記』の歴史史料としての可能性が
十分に究明されていないことを背景とする
と思われる。 
以上のような研究動向を踏まえ、本研究では
（1）文献学的・書誌学的な考証に基づき、
あらためて『日本霊異記』本文の精確な校訂
を行うこと、（2）『日本霊異記』の地名・寺
院名などについて、近年の出土文字資料の増
加や発掘調査の成果と、歴史地理学・考古学
的視角によるフィールドワークを踏まえた
綿密な現地比定、（3）日本古代仏教史をはじ
めとした歴史学研究の知見を生かした新た
な注釈作業、を主要な課題と捉え研究を進め

た。 
 
２．研究の目的 
本研究は 9世紀初頭に成立した日本最古の仏
教説話集である『日本霊異記』の全説話を検
討し、その成果をふまえて、古代社会の実態
と構造を新たな観点から復元・再構築するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
これまでの『日本霊異記』研究及び本書を素
材とした古代社会研究についての成果を踏
まえ、特に①文献学的・書誌学的な考証を批
判的に継承した『日本霊異記』の精確な本文
校訂、②近年の出土文字資料研究の進展や発
掘調査の成果、歴史地理学・考古学的視角に
よるフィールドワークを踏まえた現地比定、
③古代仏教史をはじめとした歴史学研究の
知見を活かした新たな注釈作業、以上の３つ
を主たる方法として『日本霊異記』全説話を
対象に分析を加えた。 
 
４．研究成果 
研究期間の 3年間を通じ以下のような調査・
研究を行った。 
①『日本霊異記』上巻～中巻 27 縁までの説
話と、上中下巻の序文について逐次検討を行
った。研究期間中にほぼ月１回、全 35 回の
定例研究会を立命館大学朱雀キャンパスで
開催した（研究代表者・分担者 2名・協力者
3名が参加）。この研究会では、各縁担当者が、
底本とする真福寺本の写真版及び対校本（来
迎院本・国会図書館本・群書類従本）の写真
版を用いて本文を校合し、古代史・仏教史・
歴史地理学的な視角よりする注釈を付した
報告を行い、研究会メンバーで討議を行った。
この間、A4 版約 500 枚（四六版 1000 ページ
相当）の注釈書元原稿を蓄積している。 
②研究期間第 2年度で註釈作業を終えた上巻
については、注釈書刊行のために専門研究者
の協力を得て、本文・訓読文などについて国



語学的見地からの校閲を行った。また月々の
研究会でフォローできなかった注釈成果の
点検作業を分担者・協力者があつまって集中
的に行い、原文・訓読文・訓釈・校異・語釈
などの各項目を、全面的かつ精緻に点検作業
を進めた。そのためもあり、研究期間中に目
標としていた注釈書の公刊はできなかった。
研究期間終了後の早い時期に刊行できるよ
う作業を進めたい。 
③研究期間中に 3 度、『日本霊異記』説話故
地の調査を行った。初年度は北陸方面（石
川・富山）において調査を行った。特に『霊
異記』に登場する山林寺院「三千寺」の故地
とみられる金沢市の三小牛ハバ遺跡を訪ね、
金沢市埋蔵文化財センターにて同遺跡出土
の木簡・墨書土器などを観察した。また『霊
異記』に見える越前国加賀郡畝田村の故地に
ある遺跡を訪ねた。石川県立歴史博物館では、
学芸員より近年調査の進んだ当該地域の古
代の仏教関連遺跡についてレクチュアを受
けた。この他、発掘調査中の石川県内の山林
寺院跡、石川県・富山県の古代以来の寺院・
神社、遺跡などを踏査した（2009 年 10 月 12・
13 日）。第 2 年度は四国方面（愛媛・香川）
において調査を行った。主な訪問先は下巻 39
縁と関連の深い石鎚山の成就社・奥前神寺、
伊予の巨大官衙遺跡として現在も調査が進
む久米官衙遺跡・来住廃寺跡、また伊予讃岐
両国の国分寺跡と伊予国分尼寺跡、『霊異記』
にも登場する越智氏創建の白鳳寺院・法安寺
跡、讃岐国府の隣接寺院と見られる開法寺跡
などを訪問し、古代における当該地域の特質
や環境について認識を深めることが出来た。
７世紀の山城・屋島城については高松市教育
委員会の山元敏裕氏に案内いただき、発掘調
査担当者の立場から、遺跡の意義や現状、古
代の高松市域の環境などについて話を聞く
ことが出来た。また愛媛大学教授・寺内浩氏、
香川県校友会の村上良一氏・穴吹学氏（前高
松市歴史資料館長）とも懇談の時間を持った。
高松市歴史資料館、讃岐国分寺資料館、香川
県埋蔵文化財センター、石手寺宝物館、屋島
寺宝物館といった展示施設では、古代の仏
像・経典や古代寺院遺跡からの出土遺物など
を実見することができた（2010 年 10 月 1～3
日）。最終年度は、和歌山県の古代寺院跡を
中心に故地を踏査した。『霊異記』下巻を中
心に 22 の説話が古代紀伊国を舞台としてい
るためである。訪問先は佐野廃寺（伊都郡か
つらぎ町・中 11「桑原狭屋寺」の跡地）、丹
生都比売神社（伊都郡かつらぎ町）、紀伊国
分寺跡（紀の川市東国分）と隣接の歴史民俗
資料館、西国分塔跡（岩出市西国分）、北山
廃寺（紀の川市貴志川町・下 17「弥気山室堂」
の故地との説が有力）、淡嶋神社（和歌山市
加太・下 32に関連する地域の式内社）、紀伊
風土記の丘資料館、和歌山県立博物館、道成

寺（日高川町・下 33「別里」の故地にある古
代寺院跡）、椒古墳（有田市・中 1「椒抄奥嶋」
に埋葬されたとする長屋王の墓に比定する
伝承がある）。古代寺院跡では周辺の環境を
確認し、遺跡の範囲、礎石などを観察した。
資料館などでは出土遺物などを観察した。丹
生都比売神社では高野山との関係について
宮司から話を伺い、現代に続く神仏習合のあ
り方を間近に見ることができた。椒古墳では、
案内いただいた有田市郷土資料館の西岡巌
氏より、長屋王伝承の歴史と現状など興味深
い話を伺うことができた（2011 年 11 月 4・5
日）。以上の現地調査の結果は、『日本霊異記』
の注釈作業において、本文の解釈や語釈・補
注の執筆に生かされている。 
④この他、奈良県内でも故地調査を行った。
『日本霊異記』に関わる比蘇寺跡、雷岡、元
興寺、大安寺などの故地周辺地域の踏査を行
い、歴史的地理的環境の把握に努めた。この
他、奈良県大和郡山市では額田寺条里並伽藍
図の故地を踏査し、古代の村落や池・溝・寺
院などについて知見を深め、文献に登場する
地名・寺院等の現地に即した理解に役立てる
ことができた。 
⑤本研究の中心をなした『日本霊異記』注釈
作業を通して得られた古代仏教あるいは古
代社会に関わる新たな知見は、研究代表者・
分担者・協力者それぞれが発表した個別の研
究にも生かされているほか、『日本霊異記』
の注釈書で公表する予定である。またおなじ
研究組織で新たに採用された「異宗教の相剋
により生じた社会現象の比較史的研究―古
代仏教説話に見る伝統と革新」（平成 24～26
年度 基盤研究(C) 課題番号 24520779）にお
いて、本研究の課題を発展的に継承し、『霊
異記』説話のさらなる検討を進めていきたい。 
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